
秋
田
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ

3月11日　14時46分
職場でパソコンに向かっていた時、突然、携帯電
話の警報アラームが鳴り出し、同時に平屋建ての
遊学舎が大きく揺れた。セキュリティーシステム
の警報機から「異常を検知しました」と放送が流
れ、館内からは利用者の「きゃー」という悲鳴が
聞こえてきた。「地震だ、とんでもない大きい地
震だ。どうしよう、私は何をしなきゃいけなかっ
たんだっけ」と様々な思いが頭を駆け巡った。秋
田県ゆとり生活創造センター「遊学舎」は耐震構
造で平屋なので倒壊などの恐れはないだろうと
思ったが、各研修室は全室に利用者がいる状態で
あったし、古民家を移築改修した文化財指定に
なっている昭和館の2階でもセミナーが開催され
ていたので、耐震構造であってもとにかく利用者
が無事か心配だった。また、食工房での火の使用
を止めなければいけないと思い、男性職員に消火
態勢に入れるよう指示を出した。「落ち着いて行
動してください」と館内放送を繰り返しながら、
職員を各研修室へ走らせ、館内の利用者を外の広
場へ集めるよう指示を出した。年2回実施してい
る消火訓練を思い出しながら、館内の利用者を安
全に避難させることを第一に考えた。
地震直後はすぐに停電してしまったが、予備電源
でテレビを見ることができ、また携帯電話のワン
セグも見ることができた。テレビで津波の衝撃的
な映像を見た時は、何が起こっているのか分から
ず、日本が壊れてしまうのかと思った。浜に何百
人の遺体がある、火事で気仙沼が燃えているとい
う情報は本当にショックだった。秋田県から近い
ので、もちろん行ったことのある場所ばかりで、
気仙沼のホテルに泊まったこと、市場で買い物し
たこと、海水浴をしたこと、さまざまな思い出が
よみがえった。たくさんの知り合いがいて、自分
の馴染みのある場所が大変なことになっている。

「どうなってしまうんだろう…」と不安だった。
周辺の道路は信号機が作動せず大渋滞で、電気は
いつ復旧するか分からない。予備電源も本当の緊
急時に残しておかなければならないと思い、館内

も停電で暗くて利用は危険と判断し、建物を閉鎖
して全員帰宅した。通常は20分で家に着くが、
この日は1時間30分もかかってようやく家にた
どり着いた。雪は積もっていなかったが、夕方か
ら雪が降り出しとても寒かった。

ライフラインが止まって
停電のため国道は信号が消えていて、交通整理を
している人は誰もいなかったので道路は混雑し、
あちこちでクラクションが鳴っていた。スーパー
マーケットは真っ暗だったが、ろうそくを灯して
駐車場でパンやラーメンを販売していた。その後
3～4日は整理券を配ってお客さんの入店人数を
制限していたようだ。コンビニエンスストアは商
品がなくなり、普段はあまりお客さんが入らない
ような小さな商店に行列ができ、店員はとても忙
しそうだった。
地域によっては一部水道が止まった。自宅はオー
ル電化なので電気が戻るまで、キャンプ用品でし
のいだ。心細く、「これからどうなるんだろう」
と不安でいっぱいだった。娘が盛岡に住んでいる
のだが、電話もメールも繋がらずとても心配し、
公衆電話からかけた電話で娘の声が聞けた時は思
わず泣いてしまった。ガソリンが不足し、どこの
ガソリンスタンドにも2～3kmの行列ができて
いた。給油の制限もあり、2週間くらいはガソリ
ンスタンドに行列ができた。私たち職員も相乗り

同じ東北の秋田で暮らす私たちの想い。
畠山 順子 秋田県ゆとり生活創造センター「遊学舎」指定管理者 NPO 法人あきたパートナーシップ

NPO法人あきたパートナーシップは2006年より秋田県ゆとり生活創造センター「遊学舎」の指定管理を受託。東日

本大震災後、NPO法人秋田パドラーズと連携して物資支援や被災地へのボランティア派遣を行なった。2011年4月

より震災避難者支援をする助成団体の募集を開始。現在は秋田県への避難者支援に力を入れている。

NPO
秋田市 取材日  2012.09.12

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―

50



秋
田
県

た。実際に気仙沼の状況を見て、元に戻るには相
当の時間がかかると感じた。秋田で何ができるか
を考えた時、被災地に入る危険性を考慮して現地
に直接行くのではなく、秋田で物資を集めようと
決めた。被災地での支援活動は専門の人たちに任
せ、そうした人を通じて物資を必要としている人
に届けてもらうことにしたのだ。
被災地ではだんだんと瓦礫撤去作業が進み、パド
ラーズでは4月くらいから毎週末、現地入りし側
溝の泥あげや各家々の泥出し、炊き出しを行なっ
ていた。遊学舎でもボランティアを募り、2週間
おきくらいにパドラーズの活動に参加させても
らった。バス2台に30～40人ほどのボランティ
アを乗せて、秋ぐらいまで現地に通い、力仕事は
パドラーズ、きめ細かい支援やNPOの相談先の
紹介などは私たちと役割分担をし、パドラーズと
連携して活動した。何度か気仙沼へ行くうちに気
仙沼の住民の方たちとのつながりもでき、秋田市
の秋田駅前に気仙沼のアンテナショップを開店し
た。

スギッチファンドに詰まっている
秋田の人々の想い
2011年4月、ある企業からスギッチファンドに
500万円の寄付があり、その社長から「緊急性の
あるものに使って欲しい」と申し出があった。「だ
んだん秋田県に避難している人たちが増えている
ので、そうした人たちをいろいろな団体が支えて
欲しい。せっかく秋田県に来たのだから癒してあ
げたい」と社長がおっしゃったので、すぐにやる
べきことだろうと判断し、4月末から震災避難者
支援をする助成団体の募集を開始した。急な募集
にも関わらず、10団体から申請があり5事業が
採択された。
スギッチファンドから助成した団体の中には、被災
地へ支援物資を運んで空になったバスに現地の被
災者を乗せて秋田へ招待するという活動をしてい
る団体もあった。すでに秋田では温泉旅館などを被
災者に無料で開放する体制ができていた。秋田に来
て少しでもゆっくりしてほしいとの思いからだっ
たようだ。気仙沼のおばちゃんたちを招いた時、一
緒にバスに乗ってきたこともある。被災した皆さん
は「ありがとう」とたくさんお礼を言ってくださっ
たが、温泉に入ってもほっとしたような表情はあま
り見られなかった。きっとそうしたことで癒される
問題ではないのだろうと感じた。その後、県からも
震災支援助成の予算が付き、イベントで集めた支援
金や個人で募金を集めてスギッチファンドへ寄付
してくれた方もたくさんいた。

して出勤し、ガソリンを減らさない工夫をした。
遊学舎はさまざまなイベントが中止となり利用者
も減ったので、県と相談し、節電も兼ねて21時
30分までの開館を18時までとした。通常通り再
開したのは夏ぐらいからだ。
秋田県は同じ東北なのに被害はほとんどなかっ
た。どんどん情報が入ってくる中で「自分も何か
しなければ」と感じる人が増え、ボランティア活
動をしたいと問い合わせが来るようになったが、
被災地の状況が把握できず体制が整っていなかっ
たので、もう少し落ち着くまで待とうと判断した。
今、現地にボランティアが行っても危険が伴い、
迷惑がかかるだろうと思ったからだ。ボランティ
ア活動の問い合わせをくれた人には、連絡先をひ
かえさせてもらい、その後、支援物資整理や現地
への瓦礫撤去の活動に参加してもらった。
間もなく県が支援物資を集めることになり、県職
員と日本赤十字社、学生ボランティアで物資の整
理を行なっていた。寄せられた物資の量が多すぎ
て大変だったようだが、すでに被災地で支援活動
をしている人たちから必要な物資の問い合わせが
来るようになっていて、最初は要請と集めている
物資のマッチングが混乱した。次第に不足してい
る物の要請が来たら、集めている物資の中から探
し出し、支援活動で現地に行っている人に託して
届けてもらうようになり、必要な場所へ確実に現
地に届けられた。

被災地を訪れて
4月9日、震災後初めて気仙沼を訪ねた。遊学舎
の職員4人と地震発生直後から現地での支援活動
を行なっていたNPO法人パドラーズの方たちと
10人で出発したが、道路はめちゃくちゃで迂回
を繰り返してやっと活動場所の気仙沼市南郷にた
どり着いた。初めて被災地を見た時は、言葉が出
なかった。川に船や家の残骸が重なり合い、車が
お店に刺さり、魚が道路に散乱して異臭を放って
いた。パドラーズの舩山理事長に「あんまりびっ
くりするなよ」とあらかじめ言われていたが、あ
まりに悲惨な光景に驚き、ショックを受けた。た
だただ涙がぼろぼろとこぼれてきて、ふと目をや
れば、泊まったことのあるホテルや買い物をした
ことのある市場が見えた。「ああ、ここ来たこと
あるのに…」同行した運転手さんは泣きながら「去
年の秋に、同級会でここに来たんだよなぁ」と言っ
ていた。地盤沈下で水が引かず、本当にひどい状
態だった。この世の地獄だと思った。
気仙沼を訪れたのは、現地で何が必要とされてい
るのかを知りたかったからだ。秋田県にいる自分
ができることは何なのか。また、秋田で暮らす人
たちにも被災地の現状を伝える必要があると思っ
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事にしたいと言うのだ。秋田でそうした若者たち
が育っているのは嬉しいことだし、心強い。
これからも私たちはNPOの中間支援組織として、
状況に応じたコーディネートを行なっていきたい
と思っている。いま困っているところに、即ピン
ポイントで助けに行けることが、私たちNPOの
強みだと思う。

同じ東北で暮らす私たちの想い
昨今、人間関係は希薄になり、互いに関心を持た
ずに口を出さないのが良いという社会になってき
ている。1人ひとりが確立されるのが良いことで、
お節介するのは余計なお世話であり、人のために
何かやるのはかっこ悪いという風潮が感じられ
る。今の若者の中には自分の気持ちを素直に口に
出せない人もいると思う。だからこそ、お節介を
やくのも、熱血であるのも必要なのではないか。
緊急時に隣の家に住んでいる人のことを気にかけ
られる関係性が必要なのではないか。熱い想いを
持って、いろいろな人と出会うことが人間には必
要だと思う。人との関わり方を見直す必要がある
と、震災を経験して皆が気づいたのではないかと
感じる。
去年の夏に陸前高田の仮設住宅を訪れた時、仏壇
の前で1人、じっと座っていたおじいちゃんが忘
れられない。今そうした人がたくさんいるのでは
ないかと怖くなる。あまりにも辛い出来事が多す
ぎて傷つき心を痛め、多くの人がそれぞれの辛い
想いを抱えて声に出せないことがたくさんあるだ
ろう。「がんばれ」なんて簡単に言うことはでき
ない。それでも、少しでも残念な結末を防ぎたい。
同じ東北なのに秋田県の被害が少なかったことに
複雑な気持ちがあると言う人もいる。だから、で
きることがあれば被災地で心を痛めている皆さん
のために何かをしたい。きっと簡単なことではな
いと思うが、ぜひ声に出してほしいと思う。私た
ちは同じ東北人として被災地の皆さんのことを忘
れない。

うるさいかもしれないけれど、 
見守りたい
現在、秋田県には1,400人の方が被災地から避難
してきている。ほとんどは福島県からの避難者だ。
秋田県では2年間、6万円まで家賃を補助する制
度があるが、小さい子どもさんを抱えた母子避難
の方が多く、家族がバラバラになってしまう課題
が生まれている。ある方が「たまに夫に会っても
ケンカしちゃうの」と言っていた。母親は子ども
のためを思い、福島を離れたい。しかし、父親は
仕事の都合で一緒に福島を出ることはできない。
やむを得ない状況の中で原発事故に対する意識が
夫婦の間ですれ違い、家族を引き裂いてしまうこ
ともあると聞いた。県の調査結果によると、避難
者の40％の方が精神面、身体の不調を感じてい
る状況にあると言う。そうした話を聞いて、秋田
に避難している方々のケアが必要だと感じた。
私たちの自主事業の「いきいき健康塾」というお
医者さんに何でも相談できる講座で、震災支援を
テーマに参加者を募集した。でも、避難者の方の
参加は1人もいなかった。困っている人、悩んで
いる人は多くいるはずなのに、誰も相談に来る人
はいない。まだまだ相談するという段階まで進め
ていないのかもしれない。深く傷ついてしまった
人たちは、1歩も前に踏み出せないのかもしれな
い。現在は、相談員と保健師がニーズのあるとこ
ろへ居宅訪問を行なっている。

「朝5時から起きて来るのを待っていた」と言う
方もいるそうだ。こちらから行かなければ助ける
ことはできないのだと気づかされた。秋田県で自
殺する人を出したくない。うるさいかもしれない
けれど、見守っていきたい。今後もニーズは多様
になり、対応も変化していくだろうと思う。

これからを担う若者たち
先日、遊学舎の広場で「県民協働フェスタ2012」
を開催し、企業を含め77団体がブースを出展し
た。福島や気仙沼のお店にも出展してもらい、少
しでも売り上げと交流につながればいいと考え
た。復興支援だけでなく協働をテーマにし、会議
棟では若者たちの活動を考えようとトークセッ
ションを行なった。事例紹介で「ふくしまの集い」
という団体に出てもらった。この団体は秋田の大
学に通う福島県出身の大学生たちが口コミでつな
がり、福島県出身の子どもたちに無料で勉強を教
える活動をしている。秋田駅の近くに「きびたき
の家」という学習塾を作った。メンバーのある女
子学生が「秋田県でできたつながりは一生つなげ
ていきます。この活動は必ず後輩に引き継ぎます」
と言ってくれた。秋田県と福島県のつながりを大 撮影：2012.9.9　「県民協働フェスタ2012」出展者の皆さん
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